
山形市立本沢小学校 学校だより 

全員が全力で参加できた運動会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでにない猛暑・酷暑によって、2 度の延期した運動会でしたが、10 月 14 日（土）に無事開催

することができました。当日は秋晴れの爽やかな天気となり、学校運営協議会の皆さまにご来賓として

来場いただき、保護者とご家族の皆さまも 200 名近い方々に応援していただきました。 

本沢小学校では、「子どもたちが企画・運営する運動会」を目指しており、開閉会式のあいさつや実

行委員長や実行委員の話は全員が顔を上げ、堂々と話す姿はとても立派でした。また、組頭・応援団長

による友情交歓や応援し合う態度、競技では移動も自分たちで行い、応援合戦ではリーダーが声を掛け

て見事に整列しました。競技の前には組ごとに声を掛けて気合を入れ、全力で向かいました。 

開会式で校長から「すばらしい運動会にするために 3 つのポイント」をお話しました。 

 

①『やりきる運動会』 

⇒一人一人が全力で、思い切った走りやプレーで競技に向かうことが大切。 

②『仲間と一緒に頑張る運動会』 

⇒一人でできないことでも、仲間と一緒ならできたり、仲間に引っ張ってもらって今まで以上に 

力を発揮できたりするもの。仲間と力を合わせることは、大きな力になる。 

③『学び合う運動会』 

⇒全力で取り組む姿勢はカッコいいし、すばらしいこと。そして、リーダーの活躍は心に響き、 

感動するもの。みなさんの心が動くということは、多くのことを学んだ証なので、本気で、全 

力で取り組んだ成果として、いっぱい感動して欲しい。 

 

 閉会式で全員に達成できたかどうかを聞いてみたところ、3 つとも全員が「できた」

と大きく手を挙げてくれました。児童のみなさんが「すばらしい運動会にできた」と思

えることは本当にうれしく、先生方も感動と達成感を感じられる運動会になりました。 

 運動会後には、保護者の皆さまが後片付けを手伝ってくださいました。保護者の皆さ

まのお陰で、短時間で片づけが終わりました。本当にありがとうございました。 

  令和５年１０月２４日 

       第７号 

   校長 鎌田 史顯 
しろやま 



「本沢ぶどう」について駅前で街頭調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 28 日（木）、6 年生が「総合的な学習」で、『本沢のぶどう』についての街頭インタビュー・街

頭調査に行きました。毎年 6 年生が、100 周年記念で植樹された「安芸クイーン」の栽培を行ってい

ますが、ぶどう栽培を通して気づいた疑問や課題などをもとにした探究学習に取り組んでいます。その

中で、「こんなに美味しい本沢のぶどうについて、街の人はどのくらい知っているのだろうか？」とい

う疑問が生まれ、この美味しさを広めるためには、試食を兼ねて、街頭での調査が必要とのことで、実

施することになったのです。場所をお借りする JR 山形駅、試食をするために保健所にも確認をとり、3

つぶが入った試食用パックをつくって当日に臨みました。 

平日の午前は、山形駅周辺の人出も少ない中でしたが、新幹線に乗るために駅に来た人や、県内・県

外の方々に次々と声をかけ、試食してもらったり、調査に協力してもらったりしました。時間に余裕の

ない方も多く、断られることが何度もありましたが、積極的に声を掛け、歩きながら声を掛けたり、お

話を聞いたりするなどの工夫する姿もありました。テレビ局と新聞社の方が取材してくださいました

が、「街頭インタビューは皆さん時間がない中なので、本当に難しいんです。本沢小の子どもたちはと

てもがんばっています」「何度も断られているのに、とても積極的な姿に心打たれています」と、日頃

から仕事で街頭取材をしているプロにもそのがんばりが認められました。 

 

『三畳紀の珪化木』をいただきました 
 昭和 27 年 3 月に本沢小を卒業された斎藤勲さま（千葉県在住）

より、お電話を頂戴し、「兄（斎藤常正様）が収集した珪化木を寄贈

するので、学校で子どもたちに見せて欲しい」とのお話をいただき

ました。お話をうかがうと、斎藤常正様は、東北大学の名誉教授を

務められた方で、日本を代表する古生物学者の方でした。 

 今回学校でいただいたものは、アメリカのアリゾナ州にある化石

の森国立公園にあった珪化木であり、きれ

いに細かく結晶化したメノウです。 

研究のために収集されたものであり、貴

重なものです。メノウ化した木の中心部は赤茶色で、樹皮まで見事に化石化

しています。よく見ると、2 億以上前の歴史を感じさせる年輪があり、当時

の自然環境にさらされた樹皮が、三畳紀のイメージを膨らませてくれます。 

 斎藤勲様は、先日来県される都合に併せて、学校にも立ち寄っていただ

き、お話をすることができました。「兄が収集したものが、散財するのではな

く、母校でもらっていただいてうれしい」とおっしゃっていただきました。

化石と一緒に、化石が掲載されている斎藤常正様が発刊された本もいただき

ました。貴重な化石と本は、資料やプレート等を準備し、図書室に展示させ

ていただきます。 


